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（１）荏原のガバナンスの変遷－新たなフェーズへの進化
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ガバナンス改革への
取組着手

（執行役員制導入で執行と監
督の分離、取締役の減員）

フェーズⅠ

社外取の人数

取締役の人数

＊決算期変更に伴う9か月決算年度

02/3 03/3 04/3 05/3 06/3 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3 13/3 14/3 15/3 16/3 17/3 17/12* 18/12 19/12 20/12 21/12 22/12

10%

5%

指名委員会等設置会社へ移行
取締役会評価開始

取締役会議長を社外取締役から選任
業務執行兼務の取締役を
代表執行役社長1名に減員

三委員会の委員長は
全員社外取締役に

社外取締役2名招聘
任意で指名・報酬委員会設置

ガバナンス改革開始

フェーズⅡ
ガバナンス体制

の変革

フェーズⅢ
透明性・実効性
の更なる向上

フェーズⅣ

売
上
高
営
業
利
益
率

2008

2015

2017

2019

2020

2021

監査役会設置会社 指名委員会等設置会社

社長交代時期

取締役会の
パフォーマンス
の深化と

G to V*への貢献

フェーズⅤ

（社外取締役の招聘）（任意の指名・報酬委員会
設置）

0

12

（指名委員会等設置
会社へ移行）

（議長・三委員会の委員
長を全員社外取締役に）

非執行取締役
(社内出身)を1名減取締役の過半数を

社外取締役に

１．情報開示の充実について
*G to V : Governance to Value
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１．情報開示の充実について
（２）開示充実のきっかけ
「内部要因」
 更なるガバナンスの変革
・2015年に指名委員会等設置会社へ移行し、透明性、実効性を向上
・取締役会の実効性評価からの課題による改善

 長期ビジョン（2030年のありたい姿）の策定

・価値創造ストーリー、マテリアリティの明確化（2020年2月に発表）

 証券アナリスト、投資家との積極的な対話（IR、SRミーティングの実施）
・証券アナリスト、投資家のニーズ、考えを理解
・弊社事業に対する理解の促進（成長ストーリー）

 組織変更により効率的に業務遂行
・ＩＲ、ＳＲ、広報機能を統合させ、効率的に活動

「外部要因」

 外部からの評価（ＥＳＧ評価、各種表彰など）
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１．情報開示の充実について
（３）長期ビジョン「E-Vision2030」の策定

ESG経営やSDGsへの寄与を通じて持続的に社会に貢献し、
社会・環境価値と経済価値を同時に向上させていくことで企業
価値を高め、グローバルエクセレントカンパニーを目指す
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１．情報開示の充実について
（３）長期ビジョン「E-Vision2030」の策定

荏原グループの価値創造
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１．情報開示の充実について
（４）発行媒体と時系列
財務、非財務情報は適切な内容を適切な時期に開示し、一貫性が重要。
最終的にはホームページのコンテンツに最新情報を展開。

2月（5月、8月、11月） ３月 4月 ７月 随時

決算説明会資料
（短信） 招集通知

株主向け報告書

有価証券報告書

ＣＧ報告書（随時発行）

統合報告書

ホームページ
・株主・投資家
・サステナビリティなど

https://www.ebara.co.jp/
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２．統合報告書について
（１）2022年版統合報告書のポイント

５つのマテリアリティに関する具体的施策と進捗、成果について開示。
2022年度版は「マテリアリティ４ 人材の活躍促進」の「人的資本」に
フォーカスし、「経営とダイバーシティについて」、新たな取り組みであ
る「技術人材戦略」などについて情報開示。
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２．統合報告書について
（１）2022年版統合報告書のポイント

https://www.ebara.co.jp/ir/library/annual-report/pdf/__icsFiles/afieldfile/2022/07/28/6_INT22_dc_JP.pdf

事例１：経営とダイバーシティ（対談）

タスクダイバーシティを推進。人事と組織を戦略的につくりあげる。

https://www.ebara.co.jp/ir/library/annual-report/pdf/__icsFiles/afieldfile/2022/07/28/6_INT22_dc_JP.pdf
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２．統合報告書について

https://ebara.co.jp/technical-personnel/index.html
※統合報告書からホームページへ展開し、技術と関係する製品など詳細を説明

事例２：技術人材戦略「技術人材の見える化」
技術・技能を持つ専門人材を紐づけたデータベースとして構築。技術元素表で見える化。

目的：①荏原グループ全社技術の全体俯瞰②戦略的技術強化施策の策定・実践
③コア技術の組み合わせによる新事業・新製品・新サービスの提供
④技術補完、M&A展開⑤技術技能継承⑥人材ローテーション戦略

https://ebara.co.jp/technical-personnel/index.html


10 Copyright(c) Ebara Corporation, All rights reserved

２．統合報告書について

事例３：価値創造ストーリーの見直し
オクトパスモデルで内容を見直し

追加



11 Copyright(c) Ebara Corporation, All rights reserved

２．統合報告書について

事例４：ＴＣＦＤ提言による情報開示

2021年の開示後、気候関連の成果の動きやステーク
ホルダーとの対話でいただいたご意見を踏まえ、
内容を更新。
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110年前、日本初の国産ポンプを開発した荏原製作所
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創業者 畠山一清 井口在屋教授

創業の地 東京荏原町の工場

荏原製作所は、ゐのくち式渦巻ポンプを製作

大学発ベンチャー企業として1912年に創業

荏原の挑戦へのDNAは
ここから始まった

創業の精神『熱と誠』

創業者 畠山一清は『熱と誠』の精神で事業を
拡大

３．会社概要
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精密・電子事業

環境プラント事業

風水力事業

1992 CMP装置

1990 バンプめっき装置

湿式排ガス処理装置

べベル研磨装置1998 電子線検査装置

1986 ルーツ型ドライ真空ポンプ

1931 急速濾過装置

1961 ストーカ炉

1971 都市ごみ用流動床炉 2019 ごみ識別AI

クレーン2003 EUP

1989 ICFB®

2002 ガス化溶融炉

2006 ICFG®(実証)

1912

日本の近代化
1945

戦後復興と高度経済成長
1980

情報化社会の進展
2000

持続可能な社会の模索

社会インフラの整備
➡水インフラの整備

産業インフラ、都市化による建設需要
➡風水力製品および廃棄物焼却設備の開発

半導体の需要増加と市場成長
➡半導体製造装置・機器の開発と市場投入

環境問題へのさらなる関心
半導体技術の革新の加速
➡省エネ製品と再利用技術の提供

1912 ポンプ

1921 送風機・ブロア

1930 ターボ冷凍機

1963 吸収式冷凍機

1958 標準ポンプ

1938 コンプレッサ・タービン

2020～
多様性と包摂性のある社会へ

 進化する半導体技術を支える製
造装置・機器の提供

 半導体製造工程における
環境負荷低減への貢献

 焼却施設での発電効率向上によ
る再生可能エネルギーの増加

 ケミカルリサイクル技術の普及

 社会インフラの強靭化を
サポート

 環境配慮型製品の普及

 5大陸でより多くの人に
使われるメーカへ

 持続可能な社会づくり

 進化する豊かな生活づくり

2018 新型
ドライ真空ポンプ

2019 新型給水ユニット
業界最小クラスの設置面積

３．会社概要
沿革
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マーケットインの視点でグローバルに社会のニーズを新たにとらえ、
当社の技術を活かした顧客へのソリューション提供を目指す

新規事業

新たなニーズ・シーズの探求
 Spiberとの業務提携
 廃プラスチックのケミカルリサイクル推進など

市場

荏原の強み

技術

事業インフラ

新規事業の創出

製品・サービス

需要・ニーズ

外部との連携、
出資・買収などの
手段も柔軟に活用

４．新規事業の開拓・創出

マテリアリティ１ 持続可能な社会づくりへの貢献

マテリアリティ２ 進化する豊かな生活づくりへの貢献
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ニーズ
社会課題

荏原の
保有製品・技術

市場成長性

2050年カーボン
ニュートラル

クライオポンプ、
コンプレッサ

ビジネス領域

水素サプライチェーン
（液化水素等）

エ
コ

水
素 航空宇宙

（ロケット部品）
ターボポンプ等

情報化社会に向けた
衛星・宇宙産業の

高まり

 液化水素関連機器を主体
としたソリューション

提供

 燃料供給ポンプの開発・
展開

水不足問題
途上国での

水インフラ整備

流体技術
ポンプ

水供給
（飲料水等）

 途上国での持続可能な
水供給システムの提供

途上国の人口増と
経済発展に伴う需要

拡大

脱炭素のための
廃プラスチックの

資源循環

EUP

ICFG
ケミカルリサイクル

 廃プラスチックの
化学原料などへの

再資源化

廃プラスチックの
資源循環の需要拡大

世界的な水素社会構
築への取り組みが

加速

衛星ビジネス普及に
伴う需要拡大

荏原の提供価値

 養殖事業における上流
から下流（魚販売）
までの一体運営

水産資源の需要増
海洋汚染
生物多様性

バイオテクノロジーの
発展・脱炭素資源

陸上養殖
流体・熱交換技術

ポンプ

熱流体技術
エンジニアリングシ

ステム技術

構造タンパク質素材

マ
リ
ン

バ
イ
オ

再生医療

 産業機械分野における
製品の画期的な機能性

向上と用途拡大
 培養プロセスの最適化

とニーズにあわせた
装置提供

タンパク質・食料不足

水産市場の拡大

タンパク質・
食料不足

脱炭素社会への
移行

細胞培養肉

４．新規事業の開拓・創出



水素関連プロジェクト
持続可能な社会、進化する豊かな社会づくりを目指して
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大規模水素発電向けの技術
水素ステーション向けの技術
ロケット用ターボポンプの技術
・ポンプなど

超低温の液体を運ぶための
技術
・ポンプ

廃プラなどからのガス化水素製造
・EUP（Ebara Ube Process）

・ICFG®（内部循環流動床
ガス化システム）

水素を圧縮・移送する技術
・コンプレッサ

つくる
カーボンニュートラルな

水素製造へ挑戦

はこぶ
すべての輸送方式に

不可欠な技術を提供

つかう
大規模集約型から

地域分散型の利用へ

NEDOの水素社会構築
技術開発事業に参画、
2022年技術実証予定

2021年8月に社長直轄の水素関連プロジェクトが発足

超小型人工衛星打上げロケットのターボポンプの共同開発を開始
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